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Abstract

SharivolcanoontheAkan-Shiretokovolcanicchain,easternHokkaidoconsistsmainlyof

andesiteandbasaltlavas.Thevolcanichistoryofthevolcanocanbedividedintoolderand

youngerstages.Intheolderstageamaincompositeconewasformedbycentraleruptionof

lavas,someofwhichwereintrudedbydykes.Afteranerosionalinterval,basaltandar}

desitelavasoftheyoungerstagewereerupted,coveringtheflankoftheoldercone.

Thephenocrystmineralsarecomposedofabundantplagioclaseandassociatedaugite十

〇rthopyroxene十titanomagnetite±olivine.Mostoftherocksshowgroundmassassemblage

ofclinopyroxenesandreactionrimsaroundorthopyroxenephenocryst.Theircharacteristics

areconsistentwithpetrographyofthetholeiiticrockseries.Negativecorrelationbetween

contentofolivine十augiteandthatoforthopyroxene十titanomagnetitesuggeststhatthe

rockseriesfrombasalttoandesitearecontrolledbyanhydrousfractionalcrystallization.

1は じめに

斜里火山は、北海道東部の阿寒一知床火山列の

ほぼ中央部、南西千島弧火山フロントからやや内

陸側 に位置する(第1図)。 ・

斜里岳の地質は杉本 ・長谷川(1959)が 報告 し

た。 しか し、斜里岳の形成発達史及び岩石学につ

いては詳細な研究がなされていない。

本報告では、斜里岳の地質形成史を編み、岩石

記載を行 う。斜里岳は古期 と新期の2つ の活動

期に分かれること、岩石は玄武岩か ら安山岩にわ

た り、それらの大半が ソレアイ ト岩系の特徴を示

す結果が得 られた。

皿 斜里岳の火山地質

1.地 形及び地質概説

第1図 に斜里岳の地形図を、第2図 に地質図を

示す。

斜里岳(1,545m)の 山容は、裾野 を引いた円

錐形に近い独立峰成層火山である。斜里岳は開析

が進み、多 くの放射谷が刻まれている。侵食が進

んだ山頂部周辺には岩脈が露出する。山麓には広

大な火山麓扇状地が拡がる。斜里岳の山頂西側に

西方に開いた馬蹄形崩壊地形がみ られる(第3図 、

第4図 のA)。 この崩壊 地形 の南側の馬の背～

1,477m峰 の尾根筋から西側斜面は、大 きく刻 ま

れ、一の沢の源流となっている(第4図 のA)。

北東～南東麓にかけては溶岩流の原地形面が保存

されている。

斜里岳の地質発達史は、噴出物の被覆関係や山

体の侵食の程度から、古期 と新期の2つ のステー

ジに分け られる。さらに、岩質の相違点か らい く

つかのグループに細分 される。

古期活動期に斜里岳の円錐形成層火山が形成され

た。一の沢及び大滝の沢安山岩グループは活動が最

も古 く、岩石中の石基ガラスがほとんど再結晶 して

いる。1,477m峰 安山岩 ・馬の背玄武岩・熊見峠安山

岩・斜里岳安山岩の各グループは、侵食された山頂

部周辺に主に分布 し、いくつかは岩脈に貫かれて

いる。噴出物の分布や岩脈の走向から、古期火山

噴出物は、かつての斜里岳山頂南側の中心火口か
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第1図 斜 里 火 山 の 地 形 図 。

第高 線 の 間 隔 は100m。S:斜 里 岳 。A:1,460m峰 。B:1,383m

峰 。C:1,477m峰 。M:南 斜 里 岳 。L番 号 は代 表 的 な露 頭 の位 置

を示 す 。

第2図A斜 里火山の地質図。

S斜 里岳。

ら流出したと考えられる。

古期噴出物の活動後、大きな

時間間隙をおいて、新期火山噴出

物が流出した。それらは岩質から

3区 分され、玉石沢及び南斜里岳

安山岩グループ、北富士及び南斜

里岳玄武岩グループと北斜里岳

安山岩 グループからなり、侵食

された古期成層火山を覆って斜

里岳山腹から山麓に分布する。

2.古 期活動期

(1)一 の沢安山岩 グループ
ーの沢上流域、中水沢中流域、

パンケニワナイ川中流域の狭い

範囲に分布する溶岩流 を本グル
ープとする(露 頭番号L-1～

L-3、 第1図 参照)。

本グループは上位の噴出物に

覆われ、分布が限られてお り、

沢底 にわずかに露出するのみで

ある。溶岩は普通輝石7斜 方輝

牛
B

火山麓扇状地

新 灘 」ヒ余1甲 甚、女【1」ギ}

期
雛 北副 玄躍 「幸J余}甲厚1女lilマ1{

ユィ1イノこ女II」¥{ 南斜甲岳玄武岩

浸食間隙

斜甲揺 女山岩 能見峠安山岩

古
馬の背玄武岩

1477m峰 女山岩

岩

取月

期 大滝の沢女山岩

の沢笈山岩

B斜 里火山噴出物の層序。
一・の沢安山岩は露出分布が限られるため地

質図には示 していない。
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石安山岩で板状節理が発達する。鏡下で石基中の

火山ガラスが再結晶している。

(2)大 滝の沢安山岩 グループ

パ ンケニワナイ川中流域、内朝橋付近、大滝の

沢中流域の斜里岳東方に分布する溶岩流を本グル

ープとする(L-4～L-6)。

沢壁に露出し、溶岩流の厚 さは数mか ら30mに

わたる。L-4で は安山岩溶岩の内部構造 がみ ら

られ、下底面のクリンカー集合部、中央部の板状

節理が識別される(第4図 のC)。L-6の 溶岩は

板状節理が発達するが、時に、柱状節理及び塊状

部が部分的にみられる。岩質は斑状の普通輝石一

斜方輝石安山岩である。鏡下で多 くの石基ガラス

が再結晶している。

(3)1,477m峰 安山岩グループ

斜里岳頂上直下、1,393m峰 、1,477m峰 、玉石

沢上流域、パ ンケニワナイ川上流域、内朝橋付近、

中水沢中流域に分布する溶岩流を本グループとす

る(L-7～L-13)。

玉石沢上流に露出する溶岩流は厚さが数m～20

m以 上あ り、板状節理が発達する。L-10で は新

期の玉石沢安山岩グループに直接覆われる。L-

11で は一枚の溶岩流の内部断面が露われ、上表面

と下底面はクリンカーの集合、中央部が板状節理、

その上位に塊状部が発達する。岩質は斜方輝石一

普通輝石安山岩である。

(4)馬 の背玄武岩グループ

馬の背周辺(L-14)、1,460m峰(L-15)、

上二股周辺(L-16)に 露出する溶岩流を本グル

ープとする。

L-14とL-16に 露出する溶岩は、柱状～不規

則状の節理をもち、厚さ4m以 上である。岩石は

緻密で黒色～暗緑色の普通輝石一 カンラン石玄武

岩である。

(5)熊 見峠安山岩グループ

熊見峠か ら西側斜面の山体 を形成 し、熊見峠周

辺に露出する溶岩流を本 グループとする(L-17)。

溶岩の岩質は普通輝石一斜方輝石安山岩で、無

斑晶質の苦鉄質包有物を含む。

(6)斜 里岳安山岩グループ

斜里岳頂上周辺(L-18)、 一の沢上流域(L
-19)に 分布する溶岩流を本グループとする。

L-18の 溶岩は板状及び柱状節理が発達する。

斜里岳山頂は熱変質した溶結火山砕屑岩からなる。

L-19(第4図 のG)で は溶岩流(厚 さ10m)の

内部断面が露出し、上表面 と下底面に無数のクリ

ンカーが密接 に集合 し、中央部は柱状及び板状節

理が発達する。L-20で は、安山岩溶岩がほぼ同

質の岩脈に貫入 されている。岩石は斜方輝石一普

通輝石安山岩である。

(7)岩 脈

斜里岳山頂部周辺には岩脈がみ られ、3ヶ 所で

確認 された(第4図 のB)。 杉本 ・長谷川(1959)

による岩脈の分布データを参照すると、岩脈は斜

里岳の山体の中心方向を向 く傾向がある(第3図)。

岩脈の幅は2～3m、 傾 きは90.に 近い。これらの

岩脈は1,477m峰 安山岩 ・馬の背玄武岩 ・斜里岳

安山岩グループを直接貫 く。

3.新 期 活 動 期

(1)玉 石 沢 安 山岩 グ ル ー プ

玉 石 沢 上 流 域(L-21)、 一 の 沢 支 流 及 び上 流

(L-22・23)に 露 出 す る溶 岩 流 及 び 火 山 砕 屑 物 を

本 グ ル ー プ とす る 。

3一

第3図 斜里岳山頂部の地形 と岩脈の分布。

点線で囲んだところは褐鉄鉱床の分布域を示す

(杉本 ・長谷川、1959)。

S:斜 里岳。M:南 斜里岳。
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L-21で は溶岩流の表面が高 さ約50mの 崖をな

して露出する。無数のクリンカーとそれらの破片

か らなり、多孔質なクリンカーが密集 して凹凸に

富む(第4図 のD)。 一の沢支流では溶岩 と火砕

岩の互層が連続 して露出する(第4図 のE)。 火

砕岩は主にスコリア流堆積物で、発泡 したスコリ

アや類質岩片 を含み、基質 は赤褐色火山礫～火

山灰で固結度が高い。L-23の 溶岩流(厚 さ15

m)は クリンカーの集合部及び緻密な内部か ら

なる。溶岩の岩質は普通輝石一斜方輝石安山岩で

ある。

(2)南 斜里岳安山岩グループ

南斜里岳及び1,410m峰 を形成するもので、尾根

筋に露出する溶岩流を本 グループとする(L-24

・25)。

岩石は普通輝石一斜方輝石安山岩である。

(3)北 富士玄武岩グループ

北富士林道沿い(L-26)に 露出する溶岩流を

本グループとする。空中写真による溶岩の表面地

形観察か ら、この玄武岩は北東麓一帯に分布する。

岩石は暗灰色やや多孔質なカンラン石一普通輝

石一斜方輝石玄武岩である。

(4)南 斜里岳玄武岩グループ

本グループは留辺斯循環林道沿いに露出 し(L
-27) 、溶岩は南麓に拡がって分布する。

L-27(第4図 のF)の 溶岩(厚 さ10m以 上)

は、上表面のよく発泡した部分 と中央部のやや多

孔質な柱状節理が発達する部分からなる。岩石は

暗灰色のカンラン石一普通輝石玄武岩である。

(5)北 斜里岳安山岩 グループ

斜里岳北西斜面を形成する溶岩及び火山砕屑物

を本グループとする(L-28)。

L-28で は溶岩流(厚 さ5m)が 類質岩片 を多

く含む火砕物を覆 う。岩石は普通輝石一斜方輝石

安山岩である。

皿 斜里岳の形成史

斜里岳は古期 と新期の2つ の活動期に分けられ

る。

古期噴出物の活動は、一の沢及び大滝の沢安山

岩グループの噴出では じまり、続いて、1,477m

峰安山岩 グループが噴出 して、円錐形成層火山を

形成 した(第5図 のA)。 その後、馬の背玄武岩

グループが山頂部に少量の溶岩 を流出した。古期

活動の末期に、熊見峠及び斜里岳安山岩 グループ

が流出し、斜里岳西側斜面を形成 した。各グルー

プの溶岩が山体の中心か ら山裾に向かって分布 し

ていることか ら、噴出中心は古期活動期 を通 して

大 きな変化はなく、その位置は、岩脈の方向性か

第5図 斜里火山の地形発達 を示す想像図。

A:古 期 円錐形成層火山体の形成(一 の沢 ・

大滝の沢 ・1,477m峰 安山岩グループ噴出後)。

B:古 期活動終了後の侵食期。C:新 期活動期。

第4図 露 頭 写 真(左 ペ ー ジ)

A:北 西 方 か らの 斜 里岳 。 斜 里 岳 頂 上(S)手 前 に馬 蹄 形 崩 壊 地 形 が み られ る 。1,477m峰(C)の 手

前 は 一 の 沢 源 流 域 で 古 期 の 噴 出 中心 で あ っ た 。Kは 熊 見 峠 。B:一 一の 沢 上 流 、霊 華 の 滝 近 くに 露 出

す る 岩 脈 。C:大 滝 の 沢 安 山 岩 溶 岩 。板 状 節 理(PJ.)が 発 達 。D:玉 石 沢 安 山岩 溶 岩 の ク リ ン カー

集 合 部(C.)。 同 質 多 孔 質 の ク リ ン カ ー とそ の 破 片 か らな る 。E:玉 石 沢 安 山岩 溶 岩(LF.)と 下 位

の ス コ リア 流 堆 積 物(S.F.)。F:南 斜 里 岳 玄 武 岩 溶 岩 。G:斜 里岳 安 山岩 溶 岩 の 内 部 断 面 。CJ.は

柱 状 節 理 、PJ.は 板 状 節 理 、C.は ク リ ンカ ー 集 合 部 を 示 す 。
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ら、馬の背から1,477m峰 の尾根筋によって囲まれ

た一の沢源流域 と表えられる(第3図)。 現在その

地域は、侵食で内部が露出 し、褐鉄鉱の沈殿鉱床

や熱変質 した珪質岩がみ られる。

古期活動期 と新期活動期 との問には、侵食地形

や山頂部で古期噴出物を貫 く岩脈が露出 している

ことから、侵食間隙があったと考えられる。山頂

部が強 く侵食を受けたため地形的に斜里岳と南斜

里岳の2つ の山体が形成 された。この時期の斜里

岳の山容想像図を第5図 のBに 示す。

新期噴出物は侵食された古期成層火山を薄 く覆

ってお り、斜里岳及び南斜里岳の2つ の山体か ら

流出した分布を示す。 しか し、新期噴出物の火口

は地形的に識別できない。山腹に噴出口を作った

可能性がある。新期のは じめに、玉石沢及び南斜

里岳安山岩グループが溶岩 と少量の火砕流を噴出

した。続いて北富士及び南斜里岳玄武岩 グループ

も同時期に噴出して山麓に薄 く拡がった。最後に、

北斜里岳安山岩グループが斜里岳の西側斜面に溶

岩と砕屑岩 を噴出した(第5図 のC)。

古期に現在の山体の大半が形成 されたが、斜里

火山は全期間を通して活動様式に大きな変化はなく、

溶岩流流出を主体とする爆発性に乏

乏しい活動を行なったといえる。 第1表 斜里火山の岩石のモード組成(voL%)・

〔特 徴 〕斜 長 石 は 自形 ～半 自形 で 黒 色 の ガ ラ ス包 有

物 を含 む 。 集 斑 晶 が 多 い 。

2)大 滝 の 沢安 山 岩 グ ル ー プ(0-2)

〔斑 晶〕斜 長 石(1.6mm)・ 普 通 輝 石(0.5mm)・ 斜 方 輝 石

(0.6mm)・ チ タ ン磁 鉄 鉱(0.6mm)か ら な る 。

〔石 基 〕イ ン タ ーサ ー タル 組 織 。 斜 長 石 ・単 斜 輝 石 ・

不透 明 鉱 物 ・ガ ラス か らな る。

〔特 徴 〕斜 長 石 は 自形 ～ 半 自形 で 黒 色 の ガ ラ ス包 有

有 物 を含 む 。 普 通 輝 石 及 び斜 方 輝 石 の 周 囲

に薄 い 反応 縁 あ り。 集 斑 晶 が 多 い 。

3)1,477m峰 安 山岩 グル ー プ(0-3)

〔斑 晶 〕斜 長 石(1.9mm)・ 普通 輝 石(1.Omm)・ 斜 方 輝 石

(0.9mm)・ チ タ ン磁 鉄 鉱(0.3mm)か らな る 。

〔石 基 〕ハ イ ア ロ オ フ ィ テ ィ ッ ク また は イ ン ター サ

ー タ ル組 織
。 斜 長 石 ・不 透 明 鉱 物 ・単 斜 輝

石 ・ガ ラ ス か ら な る 。

〔特 徴 〕斜 長 石 は 自形 ～ 半 自形 で 黒 色 の ガ ラ ス 包 有

物 を含 む。 普 通 輝 石 及 び 斜 方 輝 石 の 周 囲 に

薄 い 反 応 縁 あ り。 集 斑 晶 が み ら れ る 。

4)馬 の 背 玄 武 岩 グ ル ー プ(0-4)

〔斑 晶〕斜 長 石(2.2mm)・ カ ンラ ン石(1.5mm)・ 普 通 輝

石(0.8mm)・ 斜 方 輝 石(0.2mm)か らな る。

V斜 里 岳 の岩 石

1.岩 石 記 載

斜 里 岳 の岩 石 は 大 量 の安 山 岩

と少 量 の 玄 武 岩 か ら な る 。 岩 石

の モ ー ド組 成 を第1表 に 示 す 。

以 下 、 各 グ ル ー プの 岩 石 を 簡 略

に記 載 す る。

A.古 期 噴 出 物

1)一 の 沢 安 山岩 グ ル ー プ(0

-1 、 第1表 参 照)

〔斑 晶 〕斜 長 石(最 大 長 径1.5mm、

以 下 同 様)・普 通 輝 石(0.9

mm)・斜 方 輝 石(0.9mm)・ チ

タ ン磁 鉄 鉱(0.4mm)か ら

な る。

〔石 基 〕ハ イ ア ロ オ フ イテ イ ック

組 織 。 斜 長 石 ・不 透 明 鉱

物 ・シ リカ鉱 物 ・単 斜 輝

石 ・ガ ラ ス か らな る。
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Pl:斜長 石 。Aug:普 通 輝 石 。Opx:斜 方 輝 石 。

Ol:カ ン ラ ン石 。Mt:チ タ ン磁 鉄 鉱 。Gdm:石 基 。
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第6図 偏 光 顕 微 鏡 写 真 。

A:馬 の 背 玄 武 岩(NαTYO3)。 変 質 した カ ン カ ン石(Ol)と 多 数 の 包 有 物 を含 む 斜 長 石(Pl)。 石 基

は イ ン タ ー グ ラニ ュ ー組 織 に近 い 。B:南 斜 畢岳 玄 武 岩(90108)。 単 斜 輝 石 の 反応 緑 が 取 巻 く カ ン

ン石(Ol)と 黒 色 ガ ラ ス 包 有 物 を含 む斜 長 石(Pl)。 石 基 は イ ン タ ーサ ー タル 組 織 。C:熊 見 峠 安 山

岩(90209)。 斜方 輝 石(Opx)の 周 囲 を単 斜 輝 石 の反 応 縁 が 取 り巻 く。D:南 斜 里 岳 安 山 岩(90411)。

自形 の 斜 長 石(Pl)と 反 応 緑 を もつ 斜 方 輝 石(Opx)。 石 基 の 輝 石 は単 斜 輝 石 。 ス ケ ー ル は0.5mm。

AとBは オ ー プ ン、CとDは ク ロ ス ポ ー ラ ー。

〔石 基 〕イ ン ター グ ラ ニ ュ ラ ー また は イ ン ター サ ー

タル 組 織 。 斜 長 石 ・単 斜 輝 石 ・不 透 明 鉱 物 ・

カ ン ラ ン石 ・ガ ラス か ら な る 。

〔特 徴 〕斜 長 石 は 自形 ～半 自形 で ガ ラス ・輝 石 ・不

透 明 鉱 物 を多 く包 有 す る(第6図 のA)。

大 半 の カ ン ラ ン石 は 緑 泥 石 また は 不 透 明 鉱

物 に 置 き換 わ っ て お り、 周 囲 を輝 石 の 反応

縁 が 取 巻 く(第6図 のA)。

5)熊 見 峠 安 山 岩 グ ル ー プ(0-5)

〔斑 晶〕斜 長 石(1.8mm)・ 普 通 輝 石(1.4mm)・ 斜 方 輝 石

(1.3mm)・ チ タ ン磁 鉄 鉱(0.6mm)か らな る。

〔石 基 〕ハ イ ア ロ オ フ イテ イ ック組 織 。 斜 長 石 ・単

斜 輝 石 ・斜 方 輝 石 ・不 透 明鉱 物 ・シ リカ 鉱

物 ・ガ ラ スか らな る 。

〔特 徴 〕斜 長 石 は 自形 ～ 半 自形 で 多 くは 黒 色 の ガ ラ

ス 包 有 物 を含 む 。 い くつ か の 斜 方 輝 石 の 周

りに 反 応 縁 が み られ る(第6図 のC)。

6)斜 里 岳 安 山 岩 グ ル ー プ(O-6)

〔斑 晶〕斜 長 石(1.9mm)・ 普 通 輝 石(0.9mm)・ 斜 方 輝 石

(0.8mm)・ チ タ ン磁 鉄 鉱(0.2mm)か らな る。

〔石 基 〕ハ イア ロ オ フ イテ イ ック組 織 。 斜 長 石 ・不

透 明 鉱 物 ・単 斜 輝 石 ・斜 方 輝 石 ・シ リカ 鉱

物 ・ガ ラ スか ら な る 。

〔特 徴 〕斜 長 石 は 半 自 形 ～ 他 形 で 一 般 に 清 澄 で あ

る 。 集 斑 晶が 多 い 。

7)岩 脈(D)

7一



〔斑 晶 〕斜 長 石(1.9mm)・ 普 通 輝 石(0.8mm)・ 斜 方 輝 石

(0.8mm)・ チ タ ン磁 鉄 鉱(0.4㎜)か らな る 。

〔石 基 〕ハ イ ア ロ オ フ イ テ イ ッ ク組 織 。斜 長 石 ・不 透

明 鉱 物 ・単 斜 輝 石 ・ガ ラ スか らな るδ 斜 長 石

が 定 方 配 列 した流 状 組 織 を示 す 。

〔特 徴 〕斜 長 石 は 自形 ～ 半 自形 で ガ ラ ス 包 有 物 を 多

く含 む。 い くつ か の 斜 方 輝 石 は 周 りに反 応

縁 を もつ 。 集 斑 晶 が 多 い。

B.新 期 噴 出 物

1)南 斜 里 岳 安 山 岩 グ ル ー プ(N-1)

〔斑 晶 〕斜 長 石(1.8mm)・ 普 通 輝 石(1.4mm)・ チ タ ン磁

鉄 鉱(0.2mm)・ 斜 方 輝 石(0.7mm)か ら な る(第

6図 のD)。

〔石 基 〕ハ イ ア ロ オ フ 不テ イ ック組 織 。 斜 長 石 ・不

透 明 鉱 物 ・普 通 輝 石 ・ガ ラス か らな る 。

〔特 徴 〕斜 長 石 は 自形 ～ 半 自形 で 時 に 強 く融 食 さ れ

て い る 。 斜 方 輝 石 と普 通 輝 石 の 周 囲 に反 応

縁 が み られ る(第6図 のD)。

2)玉 石 沢 安 山 岩 グ ル ー プ(N-2)

〔斑 晶〕斜 長 石(2.3mm)・ チ タ ン磁 鉄 鉱(0.4mm)・ 斜 方

輝 石(2.1mm)・ 普 通 輝 石(0.5mm)か らな る 。

〔石 基 〕ハ イ ア ロ オ フ イテ イ ッ ク組 織 。 斜 長 石 ・不

透 明 鉱 物 ・単 斜 輝 石 ・ガ ラ ス か ら な る 。

〔特 徴 〕斜 長 石 は 自形 ～ 半 自形 で 黒 色 の ガ ラ ス包 有

物 を多 く含 む 。 自形 の 斜 方 輝 石 の 周 囲 に 反

応 縁 が み られ る。

3)北 富 士 玄 武 岩 グ ル ー プ(N-3)

〔斑 晶〕斜 長 石(4.2mm)・ 普 通 輝 石(0.8mm)・ カ ン

ラ ン石(0.9mm)・ 斜 方 輝 石(0.3mm)・ チ タ

ン磁 鉄 鉱(0.4mm)か ら な る。

〔石 基 〕イ ン ター サ ー タ ル組 織 。 斜 長 石 ・単 斜 輝 石 ・

不 透 明 鉱 物 ・ガ ラ ス か ら な る。

〔特 徴 〕斜 長 石 は 自形 ～ 半 自形 で ガ ラ ス ・輝 石 ・不

透 明 鉱物 を包 有 す る 。 カ ンラ ン石 は 半 自形

～ 他 形 。 斜 方 輝 石 の 周 囲 に単 斜 輝 石 の反 応

縁 が み られ る。

4)南 斜 里 岳 玄 武 岩 グ ル ー プ(N-4)

〔斑 晶〕斜 長 石(3.1mm)・ 普 通 輝 石(0.9mm)・ カ ン ラ ン

石(1.Omm)・ 斜 方 輝 石(0.4mm)か らな る。

〔石 基 〕イ ン ター サ ー タル 組 織 。 斜 長 石 ・単 斜 輝 石 ・

不透 明 鉱 物(樹 枝 状)・ ガ ラ スか らな る。

〔特 徴 〕斜 長 石 は 自形 ～ 半 自形 で 黒 色 の ガ ラ ス包 有

物 を含 む 。 カ ンラ ン石 は 自形 ～ 他 形 で単 斜

輝 石 の 反 応 縁 に取 り囲 ま れ る(第6図 のB)。
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5)北 斜 里 岳 安 山 岩 グ ル ー プ(N-5)

〔斑 晶〕斜 長 石(1.9㎜)・ 斜 方 長 石(1.2mm)・ チ タ ン磁

鉄 鉱(0.3㎜)・ 普 通 輝 石(0.7mm)か らな る 。

〔石 基 〕ハ イ ア ロ オ フ イ テ イ ッ ク組 織 。 斜 長 石 ・単

斜 輝 石 ・不 透 明 鉱 物 ・ガ ラ ス か ら な る。

〔特 徴 〕斜 長 石 は 半 自形 ～他 形 で 黒 色 の ガ ラ ス包 有

物 を含 む 。 い くつ か の 斜 方 輝 石 の 周 囲 に 反

応 縁 が み られ る。

2.岩 石系列

斜里岳の岩石の記載岩石学的特徴は次のように

まとめられる。

(1)斑 晶組合せは、斜長石 ・普通輝石 ・斜方輝

石 ・チタン磁鉄鉱で、他に玄武岩中にカンラン石

が含 まれる。

(2)い くつかのカンラン石 ・斜方輝石 ・普通輝

石斑晶の周囲を反応縁が取 り巻 く。

(3)斜 長石斑晶は一般に黒色のガラス包有物を

含む。

(4)石 基はインターサータルまたはハイアロオ

フィティック組織で、輝石の種類は単斜輝石であ

る場合がほとんどである。

観察事項(4)は 、斜里岳の岩石がKuno(1950)

のビジョン輝石質岩系に属することを示す。この

岩系は、化学組成上、ソレアイ ト岩系に対応する

(Kunq1959;Miyashirq1974)。 一般に、ソレアイ ト岩

系は、カルクアルカリ岩系 と異なる次のような記載

岩石学的特徴をもつ。①含水斑晶鉱物が出現 しない

(Kunα1950;Kawanoetal.,1961他)、 ②斜方輝石斑晶

は一般に反応縁をもつ(Yamaguchi,1984;Wada,1981

他)、③マグマ混合現象を示唆する非平衝な組織が'

顕著に認め られない(棚山、1981)、④斜長石斑晶は
一般に黒色ガラス包有物を含む(和 田、1988)。これ

らの特徴は、斜里岳の岩石の記載観察事実 と一 致

す る。すなわち、斜里岳の大半の岩石はソレァイ ト

岩系に属すると考えられる。これは、カルクアルカ

リ岩系が卓越する阿寒一知床火山列のうちで、斜

里火山だけがソレアイ ト・マグマによる活動が支

配的だったことを示 している。

第7図 は、斑晶の斜方輝石及びチタン磁鉄鉱の量

比とカンラン石十普通輝石の量比 との関係を示 した

ものである。玄武岩はカンラン石十普通輝石の割合

が高いが、安山岩では、斜方輝石及びチ タン磁鉄鉱

の量比が増 して くる。一般に、マ グマの結晶作用
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において、斑晶組合せは分別鉱物を表わす定性的

な指標となる(例 えば、Gill,1981)。従って、第7

図の結果から次のことが考えられる。玄武岩質マ

グマか らのカンラン石や普通輝石の分別によって

マグマ中のSio2量 とFe/Mg比 が増加 し、そのた

め斜方輝石やチ タン磁鉄鉱が晶出 して安山岩質マ

グマが生成された。すなわち、斜里岳の岩石系列

は斑晶鉱物の一連の分別結晶作用によって形成さ

れた ものであろう。
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